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平成 29 年５月 27 日

第 62 回自由民主党鳥取県支部連合会定期大会

大会アピール

　わが党は、平成 24 年 12 月の衆議院選挙において、多くの有権者のご支持

をいただき、政権に復帰して以降、平成 26 年の衆議院選挙、そして昨年の

参議院選挙に勝利し、27 年ぶりに衆参両院で単独過半数を回復した。この間、

難しい問題にも適切に対処し、政策を前進させてきた。

　本年度、「日本の未来を切り拓く～「一億総活躍」による新しい国づくり

へ～」を旗印に、アベノミクスの効果が地方経済に行き渡り、地方において

も、景気の回復や暮らしの改善が実感できるよう、地域経済の活性化に取り

組んでいく。

　本年は、日本国憲法の施行から 70 年目の節目の年である。鳥取県民にとっ

て緊急の課題である合区の解消、真の地方創生の実現などを進めるため、憲

法の改正について、昨年度設置した「鳥取県連憲法改正推進本部」のもとで

積極的に取り組んでいく。

　われわれ自由民主党鳥取県連は、今こそ党勢拡大のため、党員獲得運動を

積極的に展開し、日常党活動を強化することにより、来る衆議院選挙をはじ

め、全ての選挙に圧勝し、国民、県民の皆様とともに、鳥取県、山陰から地

方創生を成し遂げることに全力を尽くす決意である。


